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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年7月17日(2015.7.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　個体識別情報を記憶した遊技機用演算処理装置を有する制御装置と、
　遊技機外の外部装置への信号伝達のために外部装置側との接続を行う外部接続端子を有
する外部接続基板と、
　を備えた遊技機において、
　前記遊技機用演算処理装置は、ユーザプログラムを記憶するとともに、該ユーザプログ
ラムに係る固有情報をユーザプログラムでアクセス不可能なアクセス禁止領域に記憶する
記憶手段を有し、
　前記個体識別情報は、第１個体識別情報と、前記第１個体識別情報と異なる第２個体識
別情報からなり、
　前記第１個体識別情報は、ユーザプログラムを介して読み取りが可能に構成される一方
で、前記第２個体識別情報は、ユーザプログラムを介して読み取りが不可能に構成され、
　前記制御装置は、
　遊技に関する情報及び前記第１個体識別情報を特定可能な信号を、ユーザプログラムを
介して前記外部接続端子から、遊技機外の外部装置へ出力可能に構成される一方で、
　前記第１個体識別情報と前記第２個体識別情報及び前記固有情報を特定可能な信号を、
前記外部接続端子と異なる所定の検査端子から出力可能に構成され、
　前記外部接続基板は、
　前記遊技に関する情報を特定可能な信号を出力する構成と、前記第１個体識別情報を特
定可能な信号を出力する構成と、が異なることを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　請求項１に記載の遊技機は、
　個体識別情報を記憶した遊技機用演算処理装置を有する制御装置と、
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　遊技機外の外部装置への信号伝達のために外部装置側との接続を行う外部接続端子を有
する外部接続基板と、
　を備えた遊技機において、
　前記遊技機用演算処理装置は、ユーザプログラムを記憶するとともに、該ユーザプログ
ラムに係る固有情報をユーザプログラムでアクセス不可能なアクセス禁止領域に記憶する
記憶手段を有し、
　前記個体識別情報は、第１個体識別情報と、前記第１個体識別情報と異なる第２個体識
別情報からなり、
　前記第１個体識別情報は、ユーザプログラムを介して読み取りが可能に構成される一方
で、前記第２個体識別情報は、ユーザプログラムを介して読み取りが不可能に構成され、
　前記制御装置は、
　遊技に関する情報及び前記第１個体識別情報を特定可能な信号を、ユーザプログラムを
介して前記外部接続端子から、遊技機外の外部装置へ出力可能に構成される一方で、
　前記第１個体識別情報と前記第２個体識別情報及び前記固有情報を特定可能な信号を、
前記外部接続端子と異なる所定の検査端子から出力可能に構成され、
　前記外部接続基板は、
　前記遊技に関する情報を特定可能な信号を出力する構成と、前記第１個体識別情報を特
定可能な信号を出力する構成と、が異なることを特徴とする。
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